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ＦＦＧの経営理念

ＦＦＧのグループ経営理念は、「高い感受性と失敗を恐れない行動力」によってチャレンジ精神を常に磨き、「未来志向で
高品質を追求」することで人々にとって役に立つ真に良い商品やサービスを最良のマナーで提供し、「人々の最良な選択を
後押し」することを使命としています。
ブランドスローガンである「あなたのいちばんに。」を展開し、地域社会を形成するすべてのステークホルダーにとって真
に価値ある存在になることで、「国内トップクラスの広域展開型地域金融グループ」を目指しています。

　　　

　ふくおかフィナンシャルグループは、

　高い感受性と失敗を恐れない行動力を持ち、

　未来志向で高品質を追求し、

　人々の最良な選択を後押しする、

　すべてのステークホルダーに対し、価値創造を提供する　　
　金融グループを目指します。

　ふくおかフィナンシャルグループは、

　高い感受性と失敗を恐れない行動力を持ち、

　未来志向で高品質を追求し、

　人々の最良な選択を後押しする、

　すべてのステークホルダーに対し、価値創造を提供する　　
　金融グループを目指します。
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ＦＦＧのグループ経営体制
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　　　　シングルプラットフォーム（一体の経営体制・共通のインフラ）　　　　シングルプラットフォーム（一体の経営体制・共通のインフラ）

リスク管理

（体制・手法）
内部管理態勢
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顧客基盤
の

拡 大 へ

グループ内

ＦＦＧは九州を基盤とする地域金融グループであり、お客様や地域社会との強固なリレーションが必要不可欠です。このた
め、お客様との接点である営業チャネルにおいては、福岡銀行、熊本ファミリー銀行、親和銀行といった地域に根ざした3つ
のブランドを最大限に活用し、各銀行がそれぞれの特徴・強みを活かしながら、質の高いきめ細やかな金融サービスを提供
することで、顧客基盤の拡大を図ってまいります。
一方、グループ内部においては、持株会社であるＦＦＧに本部企画機能を集約し、グループ共通の経営インフラを3行に提供
することで各行の健全性の向上を図ると共に、お客様に対し高度な金融商品・サービスを提供することが可能となります。
また、各銀行がグループ共通のシステム・事務インフラを使用することで、統合シナジーを最大限に活かした効率的な経営
を展開してまいります。



ＦＦＧ第二次中期経営計画（２００７年１０月～２０１０年３月）

ＦＦＧ第二次中期経営計画は、「グループ一体経営体制」を確立し、「統合シナジー効果の最大化」を図るとともに、常に
変革・進化へチャレンジしていく「ＦＦＧカルチャーの創造」を基本方針としています。
グループの戦略・施策体系を基本に、各銀行が地域社会との徹底したリレーションバンキングを展開することで、ＦＦＧは
質・量ともに「国内トップクラスの地域金融グループ」を目指します。
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• ブランド構築によるグループ一体感の醸成

• グループ人的リソースの戦略的再配置
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＜ＦＦＧ第二次中期経営計画 戦略・施策体系＞

※本頁における第二次中期経営計画の目標指標は、2008年4月7日に公表した修正後の数値を掲載しております。



ＦＦＧグループ共通地域密着型金融の推進　～基本的な方針

ＦＦＧはすべてのステークホルダーに対して、真に価値ある存在であり続け、地域社会と共に成長していくことを使命とし
ています。また、九州を基盤とした「地域密着型金融」の実現により、国内トップクラスの「広域展開型地域金融グループ」
を目指します。
このＦＦＧの基本精神は各グループ銀行の中期経営計画の基本方針および経営戦略となっており、各銀行における中期経営
計画の実践こそが、「地域密着型金融」の実現に繋がっていくものと考えます。
ＦＦＧのコアバンクである福岡銀行は、これまで事業再生の専門部署を組織し人材育成とノウハウの蓄積を進めるとともに、
地域型事業再生ファンド創設への参画や地域企業に密着したサービサーの設立、並びに弁護士・税理士等外部専門家との協
業体制を構築する等により、お取引先企業の事業再生支援に積極的に取組んでまいりました。
さらに、スコアリングシステムの精緻化や、関連不動産評価会社による高度な評価システムの構築等により、信用リスクを
コントロールしつつ積極的に貸出強化を図る「地域密着型金融」の推進体制を支えてまいりました。
ＦＦＧでは、これらの福岡銀行で蓄積した事業再生や先進的金融ノウハウを熊本ファミリー銀行、親和銀行へ導入すると共
に、更なる金融サービスの高度化、新たな金融手法への展開を図り、3行が連携した取組みを行うことで、「地域密着型金融」
を推進・深化してまいります。
今後の展開としては、「地域密着型金融の推進」の3つの柱である①「ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強
化」、②「事業価値を見極める融資手法をはじめ｣中小企業に適した資金供給手法の徹底」、③「地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献」を軸に、各銀行がそれぞれの中期経営計画に基づき、その特性、地域性を活かした取組みを
実践することで地域社会に貢献してまいります。
なお、今回方針として定める「地域密着型金融の推進」に関する取組み実績につきましては、各銀行のホームページ等を通
じて積極的に開示を行ってまいります。
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① ライフサイクルに応じた
取引先企業の支援の一層
の強化

② 事業価値を見極める融資
手法をはじめ｣中小企業に
適した資金供給手法の徹
底

③ 地域の情報集積を活用し
た持続可能な地域経済へ
の貢献
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地域密着型金融の推進　～具体的な取組み

①ライフサイクルに応じた
取引先企業の支援の一層の強化

①ライフサイクルに応じた①ライフサイクルに応じた
取引先企業の支援の一層の強化取引先企業の支援の一層の強化

②事業価値を見極める融資手法
をはじめ中小企業に適した
資金供給手法の徹底
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をはじめ中小企業に適したをはじめ中小企業に適した
資金供給手法の徹底資金供給手法の徹底

③地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献

③地域の情報集積を活用した③地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献持続可能な地域経済への貢献

創業・新事業支援機能の強化

産学連携活動を強化し、取引先企
業の研究開発を支援していきます。

事業再生に向けた積極取組み

取引先企業の経営ニーズを的確に
把握し、経営改善計画の策定・実
践等、経営全般に亘り支援してい
きます。

事業再生の専門スタッフで構成す
る「融資審議室」・「審査第二部」
および「ふくおかサービサー」　
を核として、ＦＦＧの高度なノウ
ハウを展開し、事業再生を支援し
ていきます。　　　

取引先企業に対する経営相談・

　支援機能の充実

ＦＦＧグループの広域ネットワー
ク網を活用して、ビジネスマッチ
ング業務の拡充や、商談会の開催
等に取組み、より幅広い取引先ニー
ズに対応していきます。

不動産担保・個人保証に過度に
　依存しない融資手法の拡充

ＦＦＧの先進的ノウハウを活用し、
リスクテイク体制の整備を図り、
不動産担保や個人保証に依存しな
い融資を推進していきます。

案件格付け制度の導入

ミドルリスク先向け無担保商品の
構築

スコアリングモデル活用無担保商
品の強化

動産・債権等を活用した融資商品
の構築

資産流動化スキームの構築

財務制限条項の活用スキームの強
化

外部機関との連携強化、研修制度
充実による企業に対する「目利き
力」の育成

広域営業ネットワーク網を活用

　したビジネスマッチング情報等
　の提供

ＦＦＧグループの広域営業ネット
ワーク網を活用して、取引先企業
のニーズに則した、営業情報およ
びビジネスマッチングの機会を提
供していきます。

地域活性化のための各種施策・
　 連携強化

産学連携を強化し、取引先企業と
地元大学等の橋渡しを行い、共同
技術研究・開発等に繋げることで、
取引先企業の課題解決や商品開発
を支援していきます。

地域の金融知識普及の一環として、
資産運用セミナー等を充実させて
いきます。


